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胸国民健康保険税の税率胸
限度額平等割均等割所得割項目区　分
47万円23,000円19,500円4.70％医療分

0～74歳
の加入者

現
行
税
率

12万円－9,000円2.90％支援分
59万円23,000円28,500円7.60％小計

9万円－13,000円1.55％介護分40～64歳
の加入者

47万円27,000円22,500円5.10％医療分
0～74歳
の加入者新

税
率

12万円－9,000円2.50％支援分
59万円27,000円31,500円7.60％小計

10万円－13,000円1.50％介護分40～64歳
の加入者

資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

資
格
が
な
く
な
っ
た
後
、
国
民
健

康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

た
場
合
、
国
保
の
医
療
費
は
返
還

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

現
在
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
に

そ
の
旨
を
伝
え
、
新
し
い
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
就
学
の
た
め
市
外
に
住
所
を

定
め
る
と
き
】

　
就
学
の
た
め
に
市
外
に
転
出
し

た
り
、
手
続
き
を
し
て
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
が
学
生
で
な
く
な

っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
手
続
き
に
つ
い
て
は
左
表
参
照
。

架
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
。

人
間
ド
ッ
ク
検
査
助
成
を

開
始

　
今
月
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
検
査

助
成
が
始
ま
り
ま
す
。

胸
対
象
…
国
民
健
康
保
険
に
1
年

以
上
加
入
し
て
い
る
　
歳
以
上
で
、

40

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の

人
。

※
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
場

合
は
、
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

胸
助
成
額
…
検
査
費
用
の
2
分
の

1
割
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
負
担
割
合
が
3

割
の
人
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
該
当
者
に
は
、
3
月
末
ま
で
に

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
届
い
て
い
な

い
人
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

架
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯

内
線
2
8
6
・
2
8
7
）。

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

場
合
・
加
入
し
た
場
合
】

　
会
社
を
辞
め
た
な
ど
の
理
由
で

健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
、
本
人
と
被
扶
養
者
は
国
民
健

康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
退
職
日

の
翌
日
か
ら
加
入
資
格
が
発
生
し

ま
す
の
で
、　
日
以
内
に
届
け
出
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を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
て

も
、
加
入
日
は
資
格
取
得
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
、
こ
の
期
間
の
保
険

税
も
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
に
新

た
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の

　
な
お
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
継

続
申
請
の
は
が
き
が
届
い
た
人
は
、

は
が
き
で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
に
該
当
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
学
生
特
例
承
認
期
間
分
の
追
納

は
、　
年
以
内
な
ら
追
納
で
き
ま

10

す
。
な
お
3
年
目
以
降
は
、
当
時

の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
つ

き
ま
す
。

　
ま
た
、
追
納
が
な
い
場
合
に
は
、

将
来
に
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
分
減
額
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
追
納
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
、
年
金
事
務
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

胸
対
象
…
大
学
（
院
）・
短
大
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
に
在

学
の
人
、
各
種
学
校
の
1
年
以
上

の
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
人
（
海

外
の
学
校
の
学
生
は
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
）
で
本
人
の
前
年
所
得

が
1
1
8
万
円
以
下
の
人
で
す
。

胸
申
請
方
法
…
新
年
度
有
効
な
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学

証
明
書
・
年
金
手
帳
・
認
印
を
、

む
ね
2
年
を
通
じ
財
政
の
均
衡
を

保
つ
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

保
険
料
の
増
加
に
つ
い
て
は
最
大

限
抑
制
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
千
葉
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
発
送
さ
れ

た
「
ち
ば
広
域
連
合
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

架
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
資
格
保
険
料
課
（
緯
0
4
3

―
3
0
8
―
6
7
6
8
）、
市
国

保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

学
生
納
付
特
例
制
度

手
続
き
は
窓
口
・
郵
送
で

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

の
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
を
後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

承
認
期
間
に
支
払
い
が
な
く
て
も
、

未
納
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
在

学
中
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
で
も
、
障
害
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
申
請
は
、
毎
年
度

必
要
で
、
平
成
　
年
度
の
承
認
期

22

間
は
、
今
月
か
ら
平
成
　
年
3
月

23

ま
で
で
す
。

1
（
3
0
街
0
0
0
円
限
度
）。

胸
申
請
…
事
前
に
左
記
ま
で
。

※
脳
ド
ッ
ク
検
査
助
成
も
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
。

平
成
　
年
度
・
　
年
度
の

22

23

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
を
改
正

　
平
成
　
・
　
年
度
の
後
期
高
齢

22

23

者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
、
2
月

8
日
に
開
催
さ
れ
た
「
千
葉
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
定
例

会
」
に
お
い
て
左
表
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

医
療
給
付
費
な
ど
の
費
用
の
見
込

み
額
や
国
庫
負
担
金
な
ど
の
収
入

の
見
込
み
額
に
照
ら
し
て
、
お
お

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
な
ど
を
改
正

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

み
な
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
診
療
を

受
け
た
際
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

国
や
県
な
ど
か
ら
の
負
担
を
除

い
て
、
加
入
者
の
保
険
税
で
賄
う

独
立
採
算
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
医
療
費
の
増
加
に
対

し
て
税
収
が
伸
び
な
い
な
ど
の
要

因
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
制

度
外
繰
り
入
れ
（
補
助
）
に
よ
っ

て
不
足
分
を
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
繰
り
入
れ
額
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
は
現
行
の
税
率

で
は
健
全
な
運
営
が
図
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
か
ら
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
健
全
な
運
営
を
目

指
す
た
め
、
税
率
な
ど
の
改
正
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
合
併
協
議
の

中
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
必
要
と
し
な
い
の
理
論
税
率

を
試
算
し
、
そ
の
上
で
加
入
者
の

急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

激
変
緩
和
税
率
と
し
て
承
認
さ
れ
、

先
の
議
会
の
議
決
を
得
て
条
例
改

正
し
た
も
の
で
す
。

　
改
正
さ
れ
た
税
率
な
ど
（
左
表

参
照
）
は
、
今
年
4
月
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
旧
印
旛
村
お
よ
び
旧
本

埜
村
の
加
入
者
は
、
平
成
　
年
度

22

分
か
ら
資
産
税
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
て
い
た
資
産
割
が
無
く
な
り
、

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
適
用
さ
れ

る
6
割
・
4
割
軽
減
が
7
割
・
5

割
・
2
割
軽
減
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
保
険
税
班
　（
緯

内
線
2
8
1
～
2
8
4
）。

高
齢
者
の
医
療
負
担
が

1
割
に
据
え
置
き

　
今
月
か
ら
高
齢
受
給
者
（
　
歳
70

以
上
～
　
歳
未
満
）
の
医
療
機
関

75

窓
口
で
の
負
担
割
合
が
2
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
法
律
改
正
に
よ
り
平

成
　
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
は
、
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市
国
保
年
金
課
ま
た
は
印
旛
支

所
・
本
埜
支
所
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
申
請
書
に
漏

れ
な
く
記
入
し
、
学
生
証
（
コ
ピ

ー
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
を
添
付

し
て
市
国
保
年
金
課
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

架
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7

―
4
2
4
―
8
8
5
4
）、
市
国

保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

国
民
年
金
の
保
険
料

　
今
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

は
1
カ
月
1
5
街
1
0
0
円
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は
、
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

で
、
銀
行
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
の

申
し
込
み
は
市
国
保
年
金
課
ま
た

は
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

架
船
橋
年
金
事
務
所
、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

国
保
・
年
金

胸国民健康保険の手続き胸
手続きに必要な物こんなときは手続きを区　分

転入届・印鑑印西市に転入したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた
証明書・印鑑

職場の健康保険をやめた
とき（退職したときや扶
養家族から外れたとき）

母子健康手帳・印鑑・世
帯主の預金口座（出産育
児一時金が支給される場
合）

子どもが生まれたとき

保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなっ
たとき
※保険証は簡易書留で郵送します。本人であるこ
とを証明できる運転免許証・パスポートなどがあ
れば、窓口で交付します。

保険証・印鑑印西市から転出するとき

国
保
を
や
め
る
と
き

国保と職場の両方の保険
証・印鑑

職場の健康保険に入った
とき（就職や扶養家族に
なったとき）

保険証・死亡を証明する
物・印鑑・葬祭を行った
人の預金口座（葬祭費支
給のため）

死亡したとき

保護開始決定通知書・保
険証・印鑑

生活保護を受けるように
なったとき

保険証（加入者全員）・
印鑑

市内で住所が変わったと
き、世帯主が変わったと
き

そ
の
ほ
か

在学証明書・保険証・印
鑑

子どもが就学のため、ほ
かの市町村などに行くと
き

本人であることを証明す
る物（運転免許証、パス
ポートなど）・印鑑・使
えなくなった保険証・世
帯主の委任状（他世帯の
場合）

保険証を紛失した、また
は破損して使えなくなっ
たとき

保険証・年金証書・印鑑退職者医療制度の対象に
なったとき

胸後期高齢者医療
保険料率胸

所得
税率均等割年　度

7.12％37,400円平成20年度・
21年度

7.29％37,400円平成22年度・
23年度

※医療分（基礎課税額）…医療費などの支払いに充てる税額。
　支援分（後期高齢者支援金等課税額）…75歳以上の医療制度に充てる税額。
　介護分（介護納付金課税額）…介護保険事業に充てる税額。
　所得割…前年中の世帯の総所得に応じて算定。
　均等割（個人均等割額）…加入者1人当たりの税額。
　平等割（世帯別平等割額）…1世帯の税額。
　限度額（課税限度額）…所得割、均等割、平等割額の合計が限度額以上に
　なった場合は限度額が課税される。

社会福祉法人合併公告
　平成22年7月1日、社会福祉法人印西市社会福祉協議会は、
社会福祉法人印旛村社会福祉協議会および社会福祉法人本埜村
社会福祉協議会を合併し、その一切の権利義務を承継して存続
し、社会福祉法人印旛村社会福祉協議会および社会福祉法人本
埜村社会福祉協議会は解散する旨を理事会および評議員会にお
いて議決しましたので、この合併に対し異議のある債権者は、
本公告掲載の翌日から2カ月以内にその旨をお申し出ください。
　平成22年4月1日
　千葉県印西市竹袋614番地9
　社会福祉法人印西市社会福祉協議会　会長　鈴木　利

　平成22年7月1日、社会福祉法人印旛村社会福祉協議会は、
社会福祉法人印西市社会福祉協議会に合併し、解散する旨を理
事会および評議員会において議決しましたので、この合併に対
し異議のある債権者は、本公告掲載の翌日から2カ月以内にそ
の旨をお申し出ください。
　平成22年4月1日
　千葉県印西市美瀬一丁目25番地
　社会福祉法人印旛村社会福祉協議会　会長　佐瀬　三夫

　平成22年7月1日、社会福祉法人本埜村社会福祉協議会は、
社会福祉法人印西市社会福祉協議会に合併し、解散する旨を理
事会および評議員会において議決しましたので、この合併に対
し異議のある債権者は、本公告掲載の翌日から2カ月以内にそ
の旨をお申し出ください。
　平成22年4月1日
　千葉県印西市中根1375番地
　社会福祉法人本埜村社会福祉協議会　会長　稲葉　明


